
























































































































































ẁ㝵 䝇䝔䝑䝥 άືෆᐜ 㓄ศ᫬㛫
ᑟධ 㻿㼠㼑㼜㻌㻝 㞺ᅖẼ䛵䛟䜚 㻟ศ
⌮ゎ 㻿㼠㼑㼜㻌㻞 ゝⴥ䛾⌮ゎ 㻡ศ
㻿㼠㼑㼜㻌㻟 ヰ㢟䛾⌮ゎ 㻝㻜ศ
㛵㐃䛵䛡 㻿㼠㼑㼜㻌㻠 㛵㐃䛵䛡 㻝㻡ศ










項目を Table 3 に、調査用紙を資料 2に示す。












「ふつう＝ 3」、「まあまあできた＝ 4」、「できた＝ 5」
として、受講生に 5段階で評価を行ってもらった。調
査項目ごとに、授業回別の受講生による評定の平均値
を Table 4 に示す。
調査項目による違い
調査項目による違いを検討するため、受講生 59 名















出席した受講生 26 名の評定値について、調査項目 13
×授業回 12 の 2 要因分散分析を行った結果、調査項
目の主効果、授業回の主効果、交互作用がそれぞれ有










































































ついて、調査項目 13 ×授業回 3（初回 1、最終回 12、
12 授業回の平均）の 2 要因分散分析を行った結果、
調査項目の主効果、授業回の主効果、交互作用がそれ
ぞれ有意になった（F(2, 104)=14.00, p<.01、F(12, 
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（他にも、Barkley, Cross, & Major, 2005; 長濱・安永・
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